
 

 

 

 

休日部活動の地域移行について 
近年、部活動のあり方について見直しの声が高まっています。主な理由は以下の通りです。 

１ 生徒数の減少により、部員数が確保できず、大会出場や試合形式の練習などが難しい競技

団体が生まれつつある。 

２ 多様なスポーツや文化活動に触れる機会が増え、生徒たちの興味関心の幅が広がったこ

とで、生徒一人一人のニーズに合う活動を十分に確保することが難しい。 

３ 競技経験のない教員が部活動の顧問を担うことも多く、教員の業務負担が大きい。 

尾花沢市では、休日の部活動を地域で担う組織「尾花沢未来クラブ（仮）」の設置を進めてい

ます。先日、この組織の設置に向けて「尾花沢市学校部活動の地域連携・地域移行支援協議会」

を設立しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日の協議会では、市内の学校教育関係者及びスポーツ・文化活動関係者で、それぞれの組織

の代表の方々に出席いただきました。「尾花沢未来クラブ（仮）」におけるコーディネーターの役

割や、休日部活動を地域移行したときに新たに発生する課題への対策、生徒や保護者、地域の

方々へのさらなる周知等、様々なご意見をいただきました。 

第 2 回の協議会を今年度秋頃に予定しています。内容について随時報告いたします。 

尾花沢の子供たちが生き生きと活動できるよう、

学校と地域と連携して取り組んでまいります。 

Education magazine（尾花沢市教育委員会通信） 

輝け！おばねっ子！ 
～尾花沢の未来をひらくいのち輝く人間の育成～ 
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【担当】尾花沢市教育委員会こども教育課 
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